




Audiology の進歩を地域社会に反映させるような公衆衛生活動の中核センターを目指して,

昭和 43 年に宮城県医師会によってヒアリングセンターが設立された。人的スタッフとして

は,耳鼻咽喉科医と,東北大学耳鼻咽喉科学教室,東北大学教育学部聴覚言語欠陥学教室の

関係者が活動に携わった。活動の具体的内容は,学童ならびに就学前の幼児の難聴の早期発

見と教育指導，言語障害児の教育指導,補聴に関する指導・訓練などであった。そこで,ま

ず学童の難聴検診と三歳児健診に取り組むことになった。 


